
小規模多機能型居宅介護「サービス評価」 総括表 
 

法人名 
医療法人 

博和会 
代表者 宇宿 慶一 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

繁華街から近く、向かい側にはスーパーがありバス通りに面しているため、利用者様

にとってもご家族様にとっても立地条件がよい。事業所内はバリアフリーでワンフロ

アのため居室を出たらすぐに顔なじみの職員がいるということは安心感につながって

いる。また、サービスに関しては個別に対応しており、通い、泊まり、訪問は状況に

応じて柔軟に対応している。 
事業所名 

小規模多機能型居宅介護 

サンブライト上小島 
管理者 太田 光康 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

0人 1人 2人 0人 1人 1人 0人 2人 1人 8人 

項  目 意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価

の確認 

Q1 

少なくとも常勤のスタッフ全員で事業所評価に取り組んでいることが確認できたか？ 

→はい 6 いいえ わからない  

 

Q2 

事業所評価を作成する際、事業所の常勤スタッフ全員の意見が反映されていることが確認 

できたか？ 

→はい 4 いいえ 1 わからない 1 

 

Q3 

前回の改善計画に対して、スタッフ全員で具体的な取組が行われていたか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q4今回の改善の必要な点が明らかにあり、その改善計画が具体的に立てられているか？ 

→はい 3 いいえ わからない 3 

 

Q５ 

事業所自己評価に取り組んだ経過（姿勢）に対する意見 

 

→・スタッフ各々が利用者の皆様の立場になって事業所を良くしていこうという点

が見られ、みなで頑張って評価・取り組みされておられる様子が感じられまし

た。 

・できている点を見ると、常にコミュニケーションを取りながら、利用者様のニ

ーズを満たせるように努力されている様子がよくわかります。 

 

・訪問内容については、訪問した職員が気づ

いたことを担当者に伝え担当者とケアマ

ネジャーとで調整を 

していく。 

 

・新規登録予定のご利用者様は朝礼や終礼で

情報を発信し、各自で情報収集を行う。 

 

・「～したい」の実現に向けて全体会議の中

で話し合いの時間をつくる。 

 

・全体会議資料に次回の「～したい」のご利

用者様を記入し、担当の方は会議までにご

利用者様と話しをして確認する。会議に出

席できない場合はケアマネジャーに情報

を伝えてもらう。 

 

・以前の暮らし方など、知りえた情報はカル

テの中の用紙に記入して全職員で情報共

有ができるようにする。 

 

・訪問内容を統一できるように全体会議の中

で確認していく。 

 

・ご利用者様と職員と一緒に地域のサロンや

認知症カフェ、地域の行事に積極的に参加

する。 



・できていない点の中に「余裕がない」「ゆっくり話す時間がない」「長く関われ

る時間が取れない」などのフレーズが多く飛び込んでくるのを見ると、現場の

大変さが伝わってくるようです。忙しい業務の中でも現在の環境をより良い物

にしようとする努力をされていることに頭が下がります。 

・全職員で自己評価に取り組んでいることが分かりました。前回改善計画の実行

については、職員によって達成度のバラつきがあるように思います。 

・全員努力目標の確認ができていたのに達成できないのであれば、少人数努力不

足の人がおられそうですね。 

 
 

 

Q6 

今回の改善計画が具体的かつ達成可能な計画になっているかについての意見 

 

→・具体的な取り組み内容になっていると思います。 

・お忙しい業務の中、改善計画の内容を頭に入れてお仕事をされるのも大変だと

思います。月ごとに力を入れて皆様で取り組める項目をしぼっても良いのかと

思いました。 

・どんなりっぱな計画も全員に理解できなければ無意味です。リーダーは大変と

思います。 

  まずは褒めて「ここちょっとお願いね」と言葉一つでも違うと思います。言葉

を間違うと色々なセクハラになるのでうっかり注意も指導もできない世の中

で、本当にご苦労だと思います。でも、「なせばなる」可能な計画だと思います。

頑張ってください。 

・1 初期支援では次回までの具体的改善計画はやや明確さに欠ける。できている

点で記述のある「タブレット」をフル活用してみてはどうでしょうか。 

・2「～したい」の実現では、次回までの具体的な改善計画が明確化されている。

利用者様の認知症の進行度によって理解度に差が生じることはわかるが、認知

症の方でも「～したい」を読み解くアプローチが計画にあれば、今以上「よく

できている」の評価につながるのではないでしょうか。 

・3 日常生活の支援では、4 地域での暮らしの支援に次いで「あまりできていな

い」「ほとんどできていない」の評価をした職員が多い項目。今年度、サンブラ

イト茂木では利用者様の履歴書を作成。良い取り組みと思っています。改善計

画に取り入れてみてはどうでしょうか。 

・独居のご利用者様の担当民生委員や、近所

の方との情報交換や情報共有を継続して

地域との関係が切れないようにする。 

 

・地域の社会資源について勉強会を実施し

て、ご利用者様に合った地域の資源を紹介

する。 

 

・ご利用者様の健康不安や天候災害の他、ご

家族様の支援が難しい時はニーズに応じ

て柔軟なサービス 

調整を行う。 

 

・地域の活動やイベントに職員が参加する。 

 

・AED 訓練や消火器訓練を実施する際は、

開催することを自治会長へ伝え事業所に

来てもらう機会を増やす。 

 

・運営推進会議等地域の方やご利用者様、ご

家族様からの意見や苦情を聞き取り運営

に反映する。 

 

・地域貢献活動を継続しながら新たな要望な

どがないか確認する。 

 
・研修会、勉強会に参加した後は全体会議の

中で情報伝達を行う。 

 

・ヒヤリハットが多く出るご利用者様は、職

員間で情報や対策を共有し介護事故を未

然に防ぐ。 

 
・虐待防止週間を毎月設けてスピーチロック

や不適切なケアならないように意識する。 

 

・個人情報を申し送りや伝達する時は、声音

量に注意するなど周囲の状況に配慮する。 



・5多機能性のある柔軟な支援では、できていない点に「社会資源の理解や把握   

ができていない」とコメントがあります。次回改善計画にあるように勉強会の

実施をお願いします。 

・6 連携・協働では、次回までの具体的な改善計画が不明瞭です。事業所にとっ

ての地域活動やイベントとは何でしょうか。 

・9人権・プライバシーでは、虐待や人権に留意し、今後もケアをお願いします。

「次回までの具体的な改善計画」の実行をお願いします。 

 
 

 

Q7自己評価をテーマとした自由意見 

 

→・職員ができていること、できていないことを再度確認する良い機会となってい

ると思います。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

Q0 

前回の改善計画について取り組んでいましたか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q1 

家族や地域の方が、事業所に入りやすい工夫がなされているか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q2 

事業所は居心地がいい空間になっているか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q3 

事業所内・外に、不快な音や臭い等はないか？ 

→はい 4 いいえ 1わからない 1 

 

Q4 

日中、事業所の門や玄関にカギはかかっていないか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q5 

上記 5つのチェック項目に関する意見 

→・清潔感が保たれており、居心地の良い空間になっていると思います。 

・事業所内や外に不快な音や臭いなどはないと思います。 

・自動ドアはボタンを押さないと開きませんが、チャイムを押すとすぐに玄関に

来て開けて下さるので入りやすいと私は思っています。 

・事業所のしつらえ環境については、どこがどう変わったのかよくわかりません

が問題はないかと思います。 

・施設の中に入ったことがないのでわかりません。 
 

 

Q6 

事業所のしつらえ、環境をテーマにした自由意見 

→・地域の方にも馴染みのある事業所であり、地域の方にとっても訪れやすい環

境になっていると思います。 

・AED訓練や消火器訓練を実施する際は、

開催することを自治会長へ伝え事業所

に来てもらう機会を増やす。 

 

 ・運営推進会議の前や後など自由に事業

所内に入っていただき事業所内の雰

囲気など確認してもらう機会を増や

す。 

 

 ・感染状況に合わせて面会方法について

ご家族へ説明を行う。 



・気軽に地域の方に来ていただけるには、工夫が必要と感じます。 

・パーテーションはまだまだ感染症が治まらないので必要かと思いますが、利用

者の方の交流が薄くるようながします。感染症の問題がなくても、互いあった

方が良い場合もあるのでしょうね。 

・自室に入っての面会ができるようになって良かったです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

Q0 

前回の改善計画について取り組んでいましたか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q1 

職員のあいさつはできていますか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q2 

事業所は、地域の方に知られているか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q3 

何か困りごとや相談ごとがあった場合に、事業所は相談しやすい場所になっているか？ 

→はい 2 いいえ わからない 4 

 

Q4 

事業所のスタッフは、地域の行事やイベントに参加しているか？ 

→はい 3 いいえ 1 わからない 2 

 

Q5 

上記５つのチェック項目に関する意見 

→・職員の方はいつも挨拶をしっかりされています。 

・地域の行事やイベントが少ないですが、地域と関りが持てるように、スタッフ

全員が意識していくようにすることが必要と思います。 

・委員会での交換会ではしっかり頑張っていると思います。地域にも知られてい

ますし、参加もされています。 

・事業所評価を見ると、サンブライト上小島が行う地域の行事やイベント参加、

地域との関りのために行っている活動を把握できていない職員いるようです。

全職員に対して 

  「これ」を以て上記の目標を達成するという共通認識があってもよいのではな

いでしょうか。 
 

 

  

・地域の活動やイベントに職員が参加する。 

 
・ご利用者様と職員と一緒に地域のサロンや

認知症カフェ、地域の行事に積極的に参加

する。 

 

・独居のご利用者様の担当民生委員や、近所

の方との情報交換や情報共有を継続して

地域との関係が切れないようにする。 

 

・地域貢献活動を継続しながら新たな要望な

どがないか確認する。 

 
・AED訓練や消火器訓練を実施する際は、

開催することを自治会長へ伝え事業所に

来てもらう機会を増やす。 

 



Q6 

事業所と地域の関わりをテーマにした自由意見 

 

→・スタッフと利用者が一緒に地域の行事やイベントに参加し、地域との交流を深

め、地域の困りごと等にも敏感に対応し、地域との繋がりを深める必要がある

と思います。 

・救急法などの勉強にも地域として参加させてもらい 7 年度は我が自治会も消 

防署よりの協力で AED の教室を開くことができ喜ばれました。何度も経験し

とくべきだと思いました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

Q0 

前回の改善計画について取り組んでいましたか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q1 

利用者を事業所の中だけに閉じ込めていないか？ 

→はい２ いいえ 2 わからない 2 

 

Q2 

利用者本人が住んでいる地域の方を交えた会議が行われているか？ 

→はい 5 いいえ  わからない 1 

 

Q3 

事業所の利用者は、地域の行事やイベントに参加しているか？ 

→はい 4 いいえ 1 わからない 1 

 

Q4 

利用者以外のご近所の心配な方に、事業所は関わっているか？ 

→はい 1 いいえ 1 わからない 4 

 

Q5 

上記５つのチェック項目に関する意見 

→・地域の民生委員さんや地域のキーパーソンとなる方や隣近所の方に顔を合わせ

た時に、挨拶を行い、馴染みの関係性構築へつなげる工夫が必要と思います。 

・事業所自己評価のどれが「地域に出向い本人を支える取り組み」の改善計画な

のか明示してもらえたら助かります。 
 

 

 

Q6 

地域に出向いて本人の暮らしを支えているをテーマに自由意見 

→・職員が利用開始前の初期段階から自宅訪問やアセスメント、地域資源の確認を

行い、地域での暮らしの在り方を考え、提案できるようにして下さい。 

・事業所周辺の清掃活動をされてはいます。自治会の事業にも参加していただ 

きますが本人の暮らしを支えているかと言われると難しいです。 

・以前の暮らし方など、知りえた情報はカル

テの中の用紙に記入して全職員で情報共

有ができるようにする。 

 

・ご利用者様と職員と一緒に地域のサロンや

認知症カフェ、地域の行事に積極的に参加

する。 

 

・訪問内容を統一できるように全体会議の中

で確認していく。 

 

・独居のご利用者様の担当民生委員や、近所

の方との情報交換や情報共有を継続して

地域との関係が切れないようにする。 

 

・地域の社会資源について勉強会を実施し

て、ご利用者様に合った地域の資源を紹介

する。 

 
・運営推進会議等地域の方やご利用者様、ご

家族様からの意見や苦情を聞き取り運営

に反映する。 

 



Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

Q0 

前回の改善計画について取り組んでいましたか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q1 

運営推進会議では、事業所の取り組みが解りやすく説明されているか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q2 

運営推進会議では、地域の心配の方などの事例検討が行われているか？ 

→はい 3 いいえ 1 わからない 2 

 

Q3 

運営推進会議では、地域の取り組みを一緒に取り組もうとしているか？ 

→はい 4 いいえ 1 わからない 1 

 

Q4 

運営推進会議で出た意見を改善に繋げているか？ 

→はい 4 いいえ 1 わからない 1 

 

Q5 

上記５つのチェック項目に関する意見 

→・運営推進会議で事業所の活動や改善進歩状況などの報告、説明を行い地域で暮

らしを支える仕組み作りに貢献したり、相談を受けた事例などを報告して頂く

ことも必要と感じます。 

・取り組んでいても、強制はできないので成果に繋がらないのだと思う。どこで

も一人一人の自覚不足は否めない。楽しい事業所にする努力は必要かも。 

・リーダーは常に現場を見る、知る必要がある。 

・運営推進会議に出席させていただいていますが、利用者の家族の立場のことし

か声を出せていません。事業所の取り組み、様子などはよく知ることができま

すが地域の中での具体的な立ち位置など、難しい面もあるように思います。な

かなかお役に立つ発言ができなく、申し訳なく思っています。 

・事業所自己評価のどれが「運営推進会議を活かした取り組み」の改善計画なの

か明示してもらえたら助かります。 
 

・運営推進会議等地域の方やご利用者様、ご

家族様からの意見や苦情を聞き取り運営

に反映する。 

 

・地域貢献活動を継続しながら新たな要望な

どがないか確認する。 

 
・独居のご利用者様の担当民生委員や、近所

の方との情報交換や情報共有を継続して

地域との関係が切れないようにする。 

 



Q６ 

運営推進会議を活かした取り組みをテーマにした自由意見 

→・運営推進会議で、地域の方々の意向を聞き取れる体制作りに努め、会議で出

た意見を事業運営に繋げて頂きたい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

Q0 

前回の改善計画について取り組んでいましたか？ 

→はい 5 いいえ わからない 1 

 

Q1 

事業所の防災計画（火災・風水害・地震等）を知っているか？ 

→はい３ いいえ 1 わからない 2 

 

Q2 

事業所は、地域の防災訓練に参加・参画したことがあるか？ 

→はい２ いいえ１ わからない３ 

 

Q3 

事業所の防災訓練に参加したことがあるか？ 

→はい 3 いいえ 3 わからない 

 

Q4 

災害時、事業所は頼りになりそうか？ 

→はい 4 いいえ わからない 2 

 

Q5 

上記５つのチェック項目に関する意見 

→・事業所内で災害対策（避難訓練等）を定期的に実施できています。 

・法人全体として BCP においても災害発生時等における地域連携が必要となる

ことから、地域の協力を仰ぎ、非常災害時における協力体制について検討する

必要があると思います。 

・事業所自己評価のどれが「事業所の防災・災害対策」の改善計画なのか明示し

てもらえたら助かります。私はサンブライト上小島を管理監督する身分である

ため、防災計画を把握できています。他、評価をしていただける運営推進会議

構成員の方々にお伝えする機会はつくっているのでしょうか。 
 

Q6 

事業所の防災、災害対策をテーマにした自由意見 

→・お互い参考にしたり、されたりしているが実際に良い対応ができるかは不安

です。 

・ご利用者様の健康不安や天候災害の他、ご

家族様の支援が難しい時はニーズに応じ

て柔軟なサービス調整を行う。 

 
・AED訓練や消火器訓練を実施する際は、

開催することを自治会長へ伝え事業所

に来てもらう機会を増やす。 

 

 



その他 

Q1 

全体の感想など 

→・利用者の地域に出向き、近隣の方や民生委員さんにも利用者の今までの暮らし等情報を聞き取り、以前と同じように自

宅でも生活できるように地域とも協力して支援していってください。 

・玄関や事業所内を清潔に保つとともに、季節感のある飾りなどを行い、四季が感じられる環境づくりに努めていってく

ださい。 

・今後も安心、安全を心がけて過ごしやすい環境作りや季節の行事を大切にして、ご家族や地域の方々が気軽に参加でき

るイベントを企画していくなど検討が必要と思います。 

・運営推進会議を通じて、事業所の雰囲気を知っていただけるように、コミュニティや地域情報を収集していけるように

努めていただき、ご家族や地域住民の参加を呼びかけ、地域課題や目標を共有していってください。 

・子供、そして赤ちゃんにかえっていく高齢者のお世話はどんなに大変なことか。例外な    

  く残らず全員が行く道です。誰もが身内と思えばいい加減はできません。本当に大切な命です。身内だと 24 時間の介

護です。家で介護すると誰もが「大変ね。えらいね、ご苦労様。」と慰め励ましてくれます。褒めてもくれます。しかし、

仕事となるとあたり前、8 時間労働で解放されてお給料も頂ける。だから大変なのはあたり前だから誰も褒めてもくれ

ません。本当は特殊な仕事で、常に命と向き合う介護で気の休まることはないので、給料なり良くなれば。私もそう思

います。精神的にも肉体的にも大変なことを一月でも経験されれば、解りますが中々理解できないでしょうが。 

・利用者も中には相当わがままな人もいます。そのわがままを理解しようと努力する職員さん、その職員さんを理解しょ

うとするリーダー、その大変なリーダーを察してあげられる上司、責任者や経営者、どうぞ常に励まし褒めることを忘

れずにいてください。 

  ボランティアでも仕事でも一緒ですが雰囲気が変わります。「しまった！」と気分が沈んでいる時に慰め励まし良いとこ

ろを褒められると、やる気を起こし頑張ろうという気になります。失敗はしたけど私の良いところを認めて下さる上司

がいると言うことになろうかと思います。親になった気持ちで大げさに褒めてあげてください。 

  近くにこういう施設があることに、そして皆様の日頃の努力に感謝しつつありがとうございます。 

・地域かかわりシートにて評価するにあたり、事業所自己評価のみでは情報が不足します。 

  地域かかわりシートの設問に大した参考資料提供をお願いします。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 



 


